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物の 緑 色な る部 に し て現 に 急速 に 成長 しつ つ あ る部 に存 す る や うで あ る。 陽性

な る 結果 を得 た材料 は 總 て春採 集 した もの で あ つ た
。 根 は 著 くして 成長 しつ つ

あ る もの 竜陰性なる 結果 を與 へ た
。 果物 も總べ て陰性 であつ fe。

　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 〔合 田得輔 ）

ヤ ド カ リ の 雌 雄 に 於 け る 身 體 各 部 の

　　　　　　　不 對 稱 と成 長 率
臣

　Busi｛
，
　S．　R

，
／930　 Asymlnetry 　tLnd 　relative 　growth　of 　parts　in　the　two 　sexes

of 　the　heriuit−crab
，
　E ゆ αg鋭  〜↓8 磐rideauxi ，　Arch ．　f，　Elltw．−meG11 ．

，
123．　Balld

》
1．

Heft，

　恥 ）ασL‘，嬲 の growth −gr3dlentに 關 す る研究 で 」．　S．　HVXLEY 指導の 下 に行

は れ た
。

　測 定は 1926 年 Plym 。 ULh の 近 くで 綵 れ た雌i雄 混 じ て 20D の 個體の 中か ら選

出 され た 雄 56 個 體 、 雌 64 個 膿 に競 い て 行 は れ た。 材料 は すべ て 5％ の フ
ォ

ノ
ン マ リ ン 溶 液 中に 保存 さ れ 疫 竜の で あ る。

　 各 々 の 個體に就 v ・て 　1）Thorax −length
，
　thornX −bre認 仙

，
2） Eyesta ｝k

，
3）

Antenna 　1
，　4 ）An 七enna 　2

，　5）Max　il｝iped　 3
，

6） Pereiopo〔11 −3J　7）Peyei−

opod
，
4−5

，
8） Uropod 等 の 「長 9 」 を測 つ た。 どの 點 か らどの 點 ま で の 距 離i

を 「長 さ 」 と した か 、 又 如 何 に して それ を測 定 した か 等 は 省 略 す る。

　 雌 雄 を そ の thorax −length を標 準 に し て それ ぞれ 5 つ の 群 に分類 し、 各群 に

つ き上遞 諸附屬肢の 長 さの 李均 値を求 め た
。 その 結果 次 の 事 が 明か にな つ た

。

　 1）　附屬肢 中で は Pereiopod　3 が一一ew長 く、叉成 長率 が 一
番 高い

。 即 ちそ こ

に 「成長 中心 」 （celltl
’
e　 of 　gro、vth

，
　Waclls七urrlszelltrunn ） が あ る

。
この 中心 か

ら體軸に そ ふ て前 方叉 後 方 に growth
−
sTraclient・

，
　XXiacbstumsgef2illeが走 つ て居

る。 只 一 つ の 例 外 は右 の 鋏 で あ つ て 、
こ れ は體 1こ比 べ て 著 し く速 か に成 長 す る

（astron9 ，
　positive　heterogony）0

　 2） 雌 雄 い つ れ に於 い て竜右 側 の 附 屬肢 （但 し Pereユopod 　 5 及 び Urep   d

を除 く） は 右 側 の もの よ b も大 きv ・
。 か か る 「右 優 性」 right −predominallco，

recbtsseitige ］？rtddominanz ）は 鋏 に 於 い て 最 も顯 著 で あ b それ よ b前 方叉後方

に向 つ て漸 次 減退 す る
。
Pereiopod　5 や Uropod の あた うで は 却 つ て 左 側 の 方

右 側 よ b 竜大 きV ・（左優 性 ）。 雄iで は 體 が大 き くな る に從 ひ
「右 優性」 も よ う顯

著 と な る。雌 で は體の どの 部 に於 て も 「右優 性」が 雄 に於 け る程顧 署 で な い 。 こ

れ らに 關聯 し、

「右 優性」 が 「左優 性」 に移 うか は る部 位 は 雌 に於 け る方 、 雄 に

於 け る よ b も孚體節許 b前方 に あ る
。
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3） PereiDpodsで は merus が最 も成長率が高v

。 故 に各節 間 の 長 さ の 比 は

歯扠こよ う異 る。

　4） 雄 の 右 の 鋏 で は始め は merus が成長 中心 と なつ て居 るが 、 成 長 す る に

從ひ 鋏崟體 の成 長が速 か とな る と同時に中心 が Pl
’
opus に移 る。 この 推移にば

性 的 成 熟 が 關 係 し て居 る らしい 。雌 の 右 の 鋏 で も成 長 中心 は propus に あ る

らしい が 、 併 し鋏 杢體 の 成長 速 度は體 の 戎 長 速 度 よ b極 く少 し しか 大 で XV ・

（as ！ight　positivc　hetero90ny）。

　5） 再 生 され た鋏は 始め は 若 い 個體の 鋏 の 如 き割合 を示 すが 、 後 に段 々 と成

熟 した 個體の 鋏の 形 を と つ て來 る。

　鋏 に 關 し て 面 臼 い の は 次 の 記 事 で あ る。 測定 され た雄の 個 軆で は全 數の

10・7％ が 右 の 鋏 を失 つ て居た し・ 更 に他の 10．7％ が右 の 鋏 を再 生 中で あ つ た
。

こ れ に對 し雌 で は 只 二 個軆が それ ぞれ右 及 び 左の 鋏 を再 生 中で あ つ た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （丘　 英　逋）

　　　　　腦 下 垂 鱧 前 葉 の 發 情 状 態 誘 致 性 と

　　　　　　　　　　　　姙 娠 状 態 誘 致 性

　 W ・E … m ・　 B ・P … dCREw
，　F・A・E．： Th ・ 9・ ・lud ・ tr・P・ ・c 七i。n ， 。 f　the 。n むeri −

・「 1・b・ ・f　the　pit・it・・y・ P ・・c ・R ・y．　S・c ．　Edi ・ bu1・gh ， 50 （1）、 79403
， 1930．

　二 十 日鼠及 び 鼠に於 て
、 腦下 垂 體前葉 の 卵菓 に及 ぼ す影響を論ず る には 、先

づ それ 等 の 動物の 性 的 活 動 が 二 相 性 （dlphasic ） で あ る事 を考へ ね ば な ら盟。
生 殖 器官は ・性週期 （・estr ・us 　cycl ・）瀦 成す る

一
聯の 靴 を經 て 、

一
時休止

の 駿 態 に逹 す る
。 性邇期 の 興奮期に交尾 が行 は れ なか つ た場合 に は

、 休 止 期 に

次 い で 薪 し V 性週期が 始R るが 、 交尾が 行 はれ るか 叉 は 入 爲的 に適當な 刺戟が

與 へ られ た な らば
、 生 殖器 官は 第二 段の 變 化 を なす。 帥 ち、 膣上覆 は粘 液細胞

を發達 せ しめ る し、 子宮 は 剥落膜組織 （decidual　tissue） を形成 す る能力 を得 、

受精 が起 つ た揚合に は 、 こ の 能力は 利 用せ られ て妊娠 が起 る し 、 受精 の なか つ

鳩 合 に は 僞姙 娠の 櫞 が生 ず る
． 故 1こ性 的醐 に は 淋 止 の 相 の ほカ、に儲

相 （°estr … phase） と生 殖相 （1
・
epr ・d・・ti・・ pha ・・） カ・あ る 拷 へ 得 る．

次 に泓 べ きは 卵菓の 内分 泌 活動 に於 け る 二 撒 で あ る ． 身暎 （又は 他の 器
官 ）の 黜 物 は

・ 綿 撒 闕聯 し1a諸變化 物 あ る もの 調 へ 購 上覆 の 角 質
化 （c °「nifi ・ati ・・ ） ere し得 る

． か か 磯 化 牲 ず る もの を 咽 子 と呼ば う。

又 卵 巣を剔出 すれ ば僞姙娠 が申繩 す る事 、 卵菓 を本來 の 位置 か ら他に移植 した
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